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はじめに 

 授業の目標・計画は何か（Ｐlan），実践はどのように行われた（行われる）の
か（Ｄo），それらはどのように評価することができるのか（Ｃheck），また，評価
の結果はどのような形で授業改善に生かされた（生かされる）のか（Ａction）。
授業改善はこのＰＤＣＡの一連のサイクルとして捉えられる。 

１．授業改善におけるフィードバック過程の２つの方向性 

３．授業改善にかかるＰＤＣＡの検討課題 

２．フィードバック過程の実際 

 本発表では，これらのサイクルのうち，ＣからＡにかかるフィードバック過程に
着目した大学での実践を２つ紹介し，それを踏まえ，授業改善にかかるＰＤＣＡ
の検討課題を提示する。 
 



教師が自らの授業力向上を目的として行う。 
自らの授業理論と授業計画を検討し，そこに見られる実践
上の齟齬を授業実践により明らかにし，その結果に基づき，
よりよく授業計画・理論を改善する過程。 

目の前の「子ども／生徒」の学力保障を目的として行う。
実際の授業と授業計画の齟齬を検討し，その結果に基づ
き，よりよく「子ども／生徒」の学力保障につながる学
習の手立てを導く過程。 

相互補完関係 

①授業計画・理論改善
の過程 

②学力保障の過程 

１．授業改善におけるフィードバック過程の２つの方向性 



２．フィードバックの過程の実際 

（１）教育実践フィールド研究の位置づけ 

目的及び趣旨 

：教育課題に教科指導（授業）を通じてアプローチできる「教育専門職」としての
力量を形成する。 

授業計画（平成23，24年度の社会系コース（小学校班）の場合） 

教材研究 

：教科専門の
先生による講
義など 

授業計画
の作成 

授業の実践 授業の振り返り 

授業計画・理論
改善のための振
り返り 

生徒／子どもの学力保障の
ための振り返り 

① 

② 



２．フィードバックの過程の実際 

◎授業後の「子ども／生徒」の学力の分析 

（２）２つのフィードバック過程の実際 

 ①授業計画・理論改善のためのフィードバック過程 
：平成23年度の実践より 

授業の実践 授業の振り返り 

授業改善のため
の振り返り 

① 

授業後のアンケートの実
施・分析 

次回の授業実践・計画作成
のための課題・改善の方向
性の明確化 



アンケート項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 東北観光大使の話を聞いて、「東北は良いところだな」と思った。 

② アナウンサーのインタビューを聞いて、みんなが「東北は大丈夫」と言っていたの

で安心した。 

③ 旅館のお兄さんの話を聞いて、データやグラフを用いて東北の安全性を伝えていた

ので安心した。 

④ 3人の話の中で、東北観光大使の話が 1番信用することができると思った。 

⑤ 授業のあと、クラスのお友達同士で、「田村先生が東北ボランティアに行ってもいい

かどうか」について話し合った。 

⑥ 授業のあと、授業のことを家に帰って家族と話し合った。 

⑦ 授業のあと、気を付けてテレビのニュースを見るようになった。 

⑧ 東北観光大使の思いだけで話を信用することはよくないと思う。 

⑨ たくさんの人が言っている話は信じることができると思う。 

⑩ 1年前の話は、今でも信じていいと思う。 

⑪ 東北観光大使、アナウンサー、旅館のお兄さんの話を聞いても、自分で確認するこ

とが大切である。 

◎授業実践後に，行なったアンケート（「はい いいえ」の2択） 



［アンケートの分析］ 

・1時間目に実施した揺さぶりは効果的であった。 
・教材の選択「放射能問題」は適切であった。 

・最終目標であった「自ら情報を確認することが必要である」については全
員が理解していた。 
・ロールプレイで児童を引っ張りすぎていた 
・グラフやデータについての理解が不十分であった。 

○ロールプレイの在り方の再検討 
  →教育内容に着目させるような手立てが必要である。 
○グラフやデータに提示についての配慮が必要 

○情報の質（人から聞いた話，マスコミによる情報，確認した（最
新の）情報）を明確にする必要がある。 



２．フィードバックの過程の実際 

◎「子ども／生徒」の学習状況についての分析 

（２）２つのフィードバック過程の実際 

 ②学力保障のためのフィードバック過程 
：平成22年度の実践より 

授業の実践 授業の振り返り 

生徒／子どもの学力保障の
ための振り返り 

② 

授業後のワークシートの
分析・検討 

想定された学力に到達して
いない子ども／生徒に対す
る手立て 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート 1 

徳島タワー建設について 

6年（ ）組 名前（      ） 

 

 

めあて 

 

 

 

 

1．新聞を読んで・・・ 

  

いいと思ったこと 

 

 

 

 

 

気になったこと 

 

 

 

 

 

 

2．あなたの意見は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は（      ）です。 

 

なぜなら・・・ 

 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．          

          さんの話を聞いて気づいたこと 

 

    ・ 

 

    ・ 

 

    ・ 

 

 

          さんの意見を聞いて気づいたこと 

 

    ・ 

 

    ・ 

 

    ・ 

 

 

4．あなたの意見は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もう一度考えた結果、私は（    ）です。 

 

なぜなら・・・  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．あなたが政治に参加する時には、何が大切だと思いましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① どのような情報を獲得できているのか。（ワ－クシ－ト1，3） 

② どのような情報が根拠となっているのか。（ワ－クシ－ト2，4） 

(1)提示した情報がどの程度反映されているのか。 

(2)提示した情報以外で根拠としているものはどのようなものか。 

③ 民主主義の基本的な考え方を概念化できているか。 

                                                                    （ワ－クシ－ト5） 

【分析の視点】 



［学力保障のための手立て］ 



３．授業改善におけるＰＤＣＡの検討課題 

（３）授業改善のＰＤＣＡの各段階の明確化 

（２）フィードバック過程を意識する 

（１）授業改善のＰＤＣＡの目的を整理する 

 計画（Ｐ）し，実践（Ｄ）したことの成否は，その評価（Ｃ）に左右される。その意味では，
計画（Ｐ）と同時に，事前にその評価の方略とその結果を何のために用いるのかを確
定することが必要なのではないか。 

 本発表では，授業計画・理論の改善を目的としたＰＤＣＡと，目の前の生徒・子ども
の学力保障を目的としたＰＤＣＡを提示した。それぞれ，計画（Ｐ）,実践（Ｄ）の段階ま

では同じであるが，異なる評価と改善が行われることを示すことができたのではない
か。 

 漠然と“ＰＤＣＡ”を捉えるのではなく，その目的（ＰＤＣＡの対象・範囲）を整理する必
要があるのではないか。 

 （１）（２）を踏まえ，授業改善におけるＰＤＣＡの各段階の具体を再定義する必要が
あるのではないか。 



ご静聴，ありがとうございました。 


